
大麦若葉の粉末は健康食品として利用されています。流通

の段階では乾燥した粉末の状態でパッケージされており，実

際に摂取する場合には水や牛乳などに混ぜられてけん濁液の

状態で青汁として供されます。つまり，出荷されてから最終

的に消費されるまでに，異なる状態を経るということです。

粒子径分布は分散状態に依存する物性値です。同じ試料で

あっても分散の仕方が変われば異なる測定結果となります。

本報では，3 種類の方法で一つの試料を分散し，粒子径分

布を測定した結果をご紹介します。1 つの試料が，分散条件

の違いによって異なる粒子径分布に変わる様子を示します。

測定装置として，島津レーザ回折式粒子径分布測定装置

SALD-2300 を用いました。

T. Kinoshita

Fig. 1　レーザー回折式粒子径分布測定装置 SALD-2300
Laser Diffractiono Particle Size Analyzer SALD-2300

湿式測定システム
Wet Measurement System

乾式測定システム
Dry Measurement System

Table 1　測定条件（湿式）
Measurement Conditions (Wet)

Table 2　測定条件（乾式）
Measurement Conditions (Dry)

■はじめに
Introduction

分散媒	  : 純水，イソプロパノール
分散剤	  : 無添加
分散方法	  : 100 W 超音波バスにて 3 分間超音波照射
屈折率	  : 1.70-0.05i

吸引方式	  : サイクロン
分散圧力	  : 0.3 MPa
屈折率	  : 1.70-0.05i
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■測定結果と考察
Test Samples and Results

まず，分散媒として純水を使用し湿式回分セル方式で測定

しました。測定条件は Table 1 のとおりです。50 mL ビーカ

中で試料分散液を調製し，これを母液としてこの一部をサン

プリングし，回分セルに投入して測定しました。

Fig. 2 はこうして測定した結果です。2 つの粒子径分布は

1 つが分散処理直後の測定結果であり，もう一つが分散処理

終了から約 5 分経過しています。5 分経過後の結果の方が粒

子径が大きくなっています。

次に分散媒としてイソプロパノール（以後，IPA）を用い，

他の条件・手順は全く同じにして測定を行いました。純水の

場合と同様，5 分以上の間隔をあけて 2 回サンプリングし測

定を行いました。純水と異なり，Fig. 3 のように時間による

粒子径の変動はありませんでした。

これらの結果から水中では大麦若葉の粒子が膨潤している

と推測されます。

同じ試料を乾式でも測定しました。試料粉末をドライな状

態のまま，空気中に噴射・分散して測定する方式です。

Fig. 4 は，湿式（純水分散），湿式（IPA 分散），乾式分散

の３つの結果を比較したものです。乾式での結果は IPA 分散

の結果と概ね一致していますが，粗粒域に凝集体と思われる

粒子が含まれています。IPA 中では分散できたものが空気中

では分散し切れなかったものと考えられます。

以上の結果から，もともとの一次粒子径を測定したいので

あれば IPA での湿式測定を，粉末で凝集を持った状態に近い

粒子径分布を知りたければ乾式測定を，実際に摂取するとき

に近い，やや粒子が膨潤した状態での粒子径分布が必要なら

水での湿式測定を行うのが良いと考えられます。

このように，どのような状態での粒子径分布を知りたいか

によって，分散の手段・測定システムを選択する必要があり

ます。
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Fig. 2　大麦若葉の水分散での測定結果
The Measurement Result of Barley Dispersed in Water
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Fig. 3　大麦若葉の IPA 分散での測定結果
The Measurement Result of Barley Dispersed in Iso-propanol
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Fig. 4　各種分散方法による大麦若葉の粒子径分布測定結果の比較
The Over-lay Graph of Particle Size Distributions of Barley Dispersed in Different Method

ファイル名 サンプルID サンプルNo. メディアン径 
(µm)

モード径
(µm)

平均径
(µm) 標準偏差 屈折率

1 BG-2300bc-w-0001 Barley Grass 0.10 30.617 27.723 0.428 1.60-0.05i
2 BG-2300bc-IPA-0001 Barley Grass 0.08 24.133 17.262 0.433 1.60-0.05i
3 BG-2300DS5-2001 Barley Grass 0.12 19.023 20.482 0.567 1.60-0.01i
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